
 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くのアマチュア無線局が切望していた 7100KHz～7200KHz が、3 月 30 日から利用できるように

なり、7MHz 帯で DX や国内 QSO を楽しむ環境と機会が拡大しました。混雑していたバンドにも少し

余裕が生まれ、7150KHz以上ではＱＲＭも殆どなく快適です。でも、『アンテナの問題が・・・』と解

決策が見当たらず、７MHｚ帯のフル活用を諦めかけている方に、有望な情報を提供いたします。それ

は未だ適切な名前が見当たらない為に、本稿では『魔法の箱』と呼ぶことにしました。 

 ●『魔法の箱』は同軸ケーブルに接続するだけの簡単な方法で、７MHｚ帯をフルにカバーし、オン

エアーすることができる。 

 ●『魔法の箱』の製作費は安価で、簡単に作成できる。 

 ●『魔法の箱』は、トラップ式のダイポール・アンテナや八木アンテナなど多くのアンテナに使える。 

  （730V、AFA-40、T512GX-3040、T59GX-3040で効果を検証済み） 

 ●『魔法の箱』は、ハイパワー局（１ｋｗ）でも利用できる。 

これらの特長を有しています。メーカから過去に提供され購入されたトラップ型 7MHz用アンテナの多

くは狭帯域で、拡大された 7100KHz～7200KHzを含め、7000KHz～7200KHzのレンジ幅で利用する

には不向きでした。これらの問題を解決し、拡大された７MHｚ帯で気持ちよく QSO を楽しませてく

れる『魔法の箱』を本稿で紹介します。 

 

１．魔法の箱の回路図 

 図１が魔法の箱の回路図です。部品は 800ｐFのコンデン 

サ 2個、3Pのトグルスイッチ 2個、M型コネクター２個、 

そしてアルミケースです。製作に要する時間は、おおよそ 

2時間です。 

 800ｐFのコンデンサは写真１のものを使いました。耐圧 

のみならず、大きな電流が流せる２KVA程度のものを選択し 

ます。筆者は秋葉原にある斉藤電気商会で入手しました。 

 

 

 

 

 

 

 

拡拡大大さされれたた 77..11～～77..22MMHHzz にに  

おお手手軽軽ににオオンンエエアアーーででききるる  

魔魔法法のの箱箱をを製製作作  
出出野野  義義則則（（YYoosshhiinnoorrii  IIddeennoo））  JJAA11BBBBEE 

To Antenna

To Rig

800PF 800PF

 

図１ 魔法の箱の回路図 

写真１ 魔法の箱の部品群 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真２ 魔法の箱の内部 

写真３ 魔法の箱の外観 

 



２．魔法の箱の製作と接続 

 魔法の箱は、無線機とアンテナの間の伝送路に挿入（接続）して使用します。加工がしやすいプラス

チックケースに収納したいと思いがちですが、不要輻射や多くのノイズなどから守るためにシールド効

果があるアルミ材のケースを選択しました。加工で厄介なのが、アンテナへの同軸ケーブルを繋ぐM型

コネクターの取り付けです。アルミケースに直付することができません。スペーサとプラスチックのネ

ジを使用して、アルミケースから浮かせて固定します。この取り付け方法は、写真２を参照してくださ

い。写真３の下側の M 型コネクターが、ケースから浮かせて取り付けたものです。M 型コネクターの

加工方法は写真４を参照してください。直径３mm 長さ 12mm のプラスチック・ネジと５ｍｍ長のス

ペーサです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 トグルスイッチは接点容量が５A以上あるものを選びます。１ｋｗの出力にも耐えられる電流容量を

確保するためです。接点容量の大きなリレーを使いたい所ですが、構造が複雑になるのと、安価に製作

することが難しくなるので、３Pのトルグスイッチを今回は選びました。魔法の箱を無線機の近くで同

軸ケーブルに挿入すれば、操作も容易で運用上の支障も殆どありません。魔法の箱の配線も簡単です。

筆者は 1.5D２V の同軸ケーブルを利用して配線しました。1.5D２V の網線は、全てケースにアースし

ています。写真２や写真３を参考に製作してください。完成した魔法の箱の接続（挿入）方法は図２を

ご覧下さい。 

 

 

写真４ M型コネクターとスペーサーの使い方  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．魔法の箱の特性１（ナガラ T512GX-3040のケース） 

 トラップが装着されているナガラ電子工業の T512GX-3040を使用し、その同軸ケーブルに魔法の箱

を接続して、MFJ－269で SWR を測定しました。筆者の環境下で結果は、表１のとおりです。 
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図２ 魔法の箱の接続図 

表１ T512GX-3040に挿入し SWRを測定した結果 
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 コンデンサを挿入しない時には、最良点が 7010KHz にあります(CW 用のため)。コンデンサを同軸

ケーブルの芯線側にのみ挿入すると 7060KHz に最良点が移りました。同軸ケーブルの網線側にも同じ

容量のコンデンサを挿入すると最良点が 7100KHzに移動しました。 

この結果から T512GX-3040の場合、同軸ケーブルの芯線に 800pFのコンデンサを挿入すると、共振

周波数は約 50kHz上昇します。同軸ケーブルの芯線と網線の両方に 800pFのコンデンサを挿入すると、

共振周波数は約 90KHz上昇しました。7200KHzで SWRは 2.1と少し高い値を示しますが、アンテナ

のエレメントを少し短くする調整をすれば、7000KHz～7200KHz でほぼ問題なく利用できるようにな

ります。 

 

４．魔法の箱の特性２（クリエート・デザイン AFA-40のケース） 

 次に、同じようにトラップが挿入されているクリエート・デザイン社の AFA-40（２エレメント）を

使用し、その同軸ケーブルに魔法の箱を接続して、同様にMFJ－269で SWRを測定しました。筆者の

環境下で結果は、表２のとおりです。 

 

コンデンサを挿入しない時には、最良点が 7030KHz にあります。コンデンサを同軸ケーブルの芯線側

にのみ挿入すると 7110KHz に最良点が移りました。同軸ケーブルの網線側にもコンデンサを挿入する

と大きく移動し、最良点は 7260KHzを示しました。 

AFA-40 の場合、同軸ケーブルの芯線に 800pF のコンデンサを挿入すると、共振周波数は約 80kHz

上昇します。800pF のコンデンサを１つ挿入することで 7200KHz でも SWR は 1.3 を示し、挿入しぱ

なしで全く問題なく利用できることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ AFA-40に挿入し SWRを測定した結果 
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５．魔法の箱の特性３（クリエート・デザイン 730Vのケース） 

 JS3IOA（澤田さま）が製作された 730V 用の『魔法の箱』をご紹介します。800pF のコンデンサを

４つ利用して、トグルスイッチでコンデンサを組み合わせられるように工夫されています。7200ｋHz

近辺ではＳＷＲが 2.0以上となることから、JRL-2000Fのリニアアンプに装備されたアンテナ・チュー

ナを活用して 7200kHzまでカバーし運用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 730V 用に作成された『魔法の箱』の測定結果を表３に示します。全く対策をしないと 7160ｋHz で

SWR がおおよそ 3.0 となり、リニアアンプに装備されたアンテナ・チューナを用いても限界を超え、

拡大された範囲をすべてカバーできませんでした。魔法の箱で対策された後は、バンド幅すべてカバー

できています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ ７３０V用魔法の箱 写真６ ７３０V用魔法の箱（内部） 

7.0MHz～7.2MHz SWR値
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表３ ７３０Ｖに挿入し SWRを測定した結果 

  



 写真７の 730Vでは、今回アンテナ・エレメントを伸縮させる調整を一切せずに 7000KHz～7200KHz

で利用されています。写真７は、澤田宅のアンテナシステムです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真７ 澤田宅のアンテナシステム 

 

写真８ 魔法の箱をシャック内に取り付け（右側が魔法の箱） 



６．トラップ型７MHｚアンテナに対する魔法の箱の有効性 

 バンド幅が狭いトラップ型 7MHz 用アンテナにおいて魔法の箱の効果は大きく、拡大された

7100KHz～7200KHz での運用を諦めかけていた方に吉報だと思います。他の対策方法としてアンテ

ナ・チューナやアンテナ・カプラを使う方法もありますが、魔法の箱はこれらに比べ安価で、しかも簡

単な操作で、さらに大電力でオンエアーすることを叶えてくれます。休日などの時間を利用して、ぜひ

チャレンジしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あとがき（不思議な現象の解説） 

 アンテナの給電部にコンデンサを挿入し、共振している周波数よりも、更に高い周波数で利用する技

術は短縮コンデンサと呼ばれ昔から知られていました。しかし、この技術を使った具体的な事例を筆者

は見聞したことが過去にありませんでした。魔法の箱はこの技術の応用で、伝送路の同軸ケーブルにコ

ンデンサを挿入しても、給電部に挿入するのとほぼ同じ結果が得られることが実験で判りました。 

共振周波数の公式はｆ＝１／２√LC で表されます。同軸に加えたコンデンサにより公式の C の値が増

加するのであれば共振周波数ｆは下がるはずです。しかし、結果は真逆で共振周波数ｆは上がります。

アンテナ固有のインダクタンス（特にトラップの成分）に対し、使用周波数を上昇させると、その影響

でリアクタンス成分 ZL の値が少し大きくなり、アンテナのインピーダンスはインダクティブになりま

す。コイルのリアクタンスは、ZL=2πｆLで表されます。周波数 fが高くなれば、ZLの値も比例して増

加します。その増加するリアクタンス成分に対して、伝送路又は給電部に適切なキャパシタンスを挿入

して、負のリアクタンス Zc（Zc=1/2πｆｃ）を作り出し、増加したリアクタンス成分を打ち消すことで、

良い結果が得られるのだと思います。つまり、ｆ＝１／２√LC のＬの値をコンデンサにて打ち消し、

写真８ 完成した筆者の魔法の箱 

 



その結果としてＬの値を小さくすることで共振周波数を上昇させるのです。周波数 7100KHz で 800pf

のコンデンサのリアクタンスは 28Ωです。1600pfだと 14Ωです。トラップのインダクタンス値が判れ

ば、コンデンサ容量も計算で求められます。アンテナを広帯域化してくれるこの箱をどのように命名す

ることが適切なのか悩みましたが、本稿では『魔法の箱』と呼ぶことにいたしました。筆者が有する少

ない知識では不思議に思うことが多く、それらを１つ１つ解明するのもアマチュア無線家の醍醐味です。

最後に、貴重な情報や写真の提供をしてくださった、筆者と同郷の澤田さま（JS3IOA）に感謝し、心

から御礼申し上げます。 


